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崩壊するアマチュアリズム

ロ　高　哲朗（干葉大学教養部）

　1.はじめに

　７７１･、ァ'lズムはィギ‘|ヌ1こ生まれ、オリンlr。クのなかで育まれて●だ･と言･iてよい．オlgンピ．

剥ｌァ７チ、７・スポーツフンSJ祭典であ匈、参加はアマチ．ア・ヌポー･y？ン1こ●られａ．オリンピり

jぱrりいて７７争．ァljZ'ムの遵守が唐格|こ守り通Ｓれて●たのは、オリンlf･．クというものが、ア９チ

、アースポー･ﾝg】鋤ISの顧典であり．アマチ．ｙ・スポーツマンが盤纏的|こ目槽とすａ大会であ、て７７

-ｈ．¬･'・フポ一･Jのk“ぅｉ ･･ドの剤点|ご位塵しているからであると言えよう．オりンピ．クの●加査格と

.I..rG.ly -j.'-.･孚-17蝦.宦｜|まオ‘』ンピ･､クが圖をＳね年月●振る|こｰっれて種々の書iEが加えられ、またー

.j｣'新しい条項も楯り込まれるよう|こな、てきた．しかし、現代で吐そのアマチ．ア･りズムの増血ll対して、

むj....4､41､j嗜1な1･11.解が出きれ、崩壊するチ．アリズム、衰退するア７チ.ylgズムが声高|ご叫ぱれ、その

‘や|･綬に対|.鋭い檀字||色行なわれ出Ｌていａ．龍か|ごアマチ、ア|こ対置Ｓれるプロとの相違も●昧なもの

リr -･てj･n、特lrかたくな1r拒４してｉだ鏑失言金植倣(ｂｌ・ｋ・・ ｔｌ●･ ｐｌｙｓ・・ｔ　)|こうい

て.･り･j擬制が緩められたことから、珊実的Sこ金偕の援壁が鮑められ、その結果、プロとの境界はますます

f;･!1111.j!将ま.軸ないものとなヽてしま、ｔ。またI.0.Cの定める|‾フマチｓアの定●』が｢参加資格｣|こ改

め､･､i･lだ･ことでオ!|ンｇ。ク1こ於けるァマチ．アリズムもその基盤巻一めることiとな、てしま、た．そ

　　　　　　　　　　　　　　l･JII　　　　　　　　　　　　　　■㎜■れにまた川本一､Fが指撞す＆よぅに、日本体育協会は「･アマチ、ア・スポーツのあり方｣を崩定している

しjl･IJj、14協の宦めるｉァフチ．ア曹桔｣は加盟団体|こ童錬しまこ看|ご適用され、実質的IE煮加盟の侈(の

.J‥6は-i口でl､ァマで４ないわけで、｜アマチｓアと|ま伺か)の理念1ま一碧の大多数のスポーツ愛好者ll

､･､t慎一の１の1こなヽている．そのようなことはきておいてもこれまで育まれてきたアフチ、アIリズムの精

神も現状1ご|よそぐわない部分昏寵わ|巴し、●る所|こその矛盾を見せ始めている．オリンl血・クとと感|こ歩

ハでM:ァッｆ、ァI』ズムもJH●依然としたものでは瑞代スポーツ|ご合栽しないことが明白|ごな、て●て

ぃむ､=』だI£･･.しかし、角度●かえてゐれぱそのことはアフチ、アリズムの変遷が歴史の謹れIと●、て楡4

M.j.･7･)l;9憲‘I･!･.|.てａたスポー'yの一間一点をーあるいは現代スポーツの物微と言い換えても|良いのか島

I.jl･ないがー、それら●映し出す徨として把えることがでみることをポしている．これまで培われてあた

………１、－･|･だ.j､り1哨呻lr官てば瑞､代スポーツlj疹くの唖みを持つものと映るのかもしれないが、それだ

か･:.こそ７７チ、ァljズムこそそっした間一点を映し出すーなのであり、アマチ、ァリズムの変遷は近代

ｚﾎﾟ｣一一ｿ6』徊蓉を知るﾄ.で虚者な手撫り●与えてくれる|まずである．

　２ ７-ｉチ．７りズムｅ変彊

　7.’.･j、ア･･､ぱI､1:･は､り･tキ･』シ．1こ●り、一楽者、愛好者をＳ昧する●mat●rであると甚われている．

･l･aが･………=.‘i･u.･am・turD1111jS＆り鑑定寂｝、英訥の．．･ｔ･ｕｒ ｇ値れた纏●と音秦を艦首する者】となり、

j･.-!E一一ｿ|咄ゑに使われ出したのはｌ
ｌ ｏｎ年代後半４ギリス|こ於いてのことのようであるy」

　そ|.て．朗朗1ご威文化されたアマチ、ｙ規定Si、ヘンレー・レガ・夕の参加聳格のなか把おい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－６－
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　ァマや。ァ規定が広汎にわたりかつ複雑詳細になってきたのは、アマヂｓア・スポーツ人口の増大とそ

ｵ1に付随して生じるアマチュア規定に対する解釈の相違を防ぐ為であったと貫えよう。アマチュア規定を

杵遍的な形で多くの人々に公平に遵守させる為にとった一つの処置であった。これはルールlこ則って止々

常々と平等な条件のもとで闘うこともアマチュアリズムの理念であることを示す一つの事実である。

　しかし、そのことはまた別の角度から見れば、現代スポーツの一面を浮き彫りにしたものと言えなくも

ない。ァマチュァ竣定の条項の不備をついた行為、あるいは条項の裏側を巧妙につく違反行為が行なわ

れてきた結果とられた条項の改正であり、あるいはその追加であったはずである。練習時間や試合あるい

は外国遠征に関する規定、ドーピングに関する規定、またセックス・チェックなどは、勝利の為には手段

を週ぱないスポーツ選手の存在を明白に示すものである。プロフェッショナルという言葉は、例えば､p職

業的な軍人、音楽家あるいは講演者など」（特に一澱的には余暇に行なわれるような仕事を専門として又

　　　　　　　　　　　　　　　　叫）はビジネスとして行なう人に適用される」が、まさにそのようなプロと錯覚されるほどのアマチュア・ス

ポーツマンが出現し始めているのである。

　ァマチ、ァリズムの歴史的変遷を総括すると、アマチュアリズムの生姜な目的は、社会階級間に区別を

投けること、軸技に際して何らかの有利さを持っているものはアマチュアの資格を持たないことを言明す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
ろこと、隠された動機を持ってスポーツを行う者を排除するということであったと言えよう。

　アマチュアリズムを育んできたオリンピックはソ連の介入により急速に変化したと言われ、東欧諸国の

ステート・ァマと呼ばれる選手の出現で、オリンピックに於いて西億選手が追い越されるようになってか

らはｙダル争いが激化し、シヤマチュア（にせのアマヂ・ア）すなわち前述のステート・アマ、および資

水主義諸国に於いて見られる企業に依存する企業お抱えのコマーシャル・アマチュアも現われるようにな

った。オリンピックに限らないが、スポーツの場は企業の進出する格好の的となったし、又、政治の舞台

ともなり、スポーツを愛するが故にただそれだけを目的として行なうというアマチ･tア・スポーツの理念

は揺さぶられてきている。

　このような状況に陥った直接的な要因はメダル争いの激化であり、それと不可欠の関係にあるスポーツ

の高度化であると言えないだろうか。アマチュア規定の条項の改正、追加もまさにこの点から納得できる

説明を得られるのではないかと思われる。

　そこで、崩壊するアマチュアリズム、衰退するアマチ･1アリズムと形容される現f恢）アマチュアリズム

をｊダル争いの激化にともなって展関してきたスポーツの高度化を焦点にして据え直してみようと思う。

　ａスポーツの高度化

　スポーツの高度化とは、‐言で述べれば、スポーツにおける記録の向上、競技力の向上であり、それに

関わる諸側面の発展のことである。記録の向上には体力、技術の向上、並びに戦術の理解、開発が不可欠

だが、それはトレーニング方法の改善、用具の改良、開発を伴うし、あるいはまたさらに広くスポーツ・

ルール、スポーツ組織の発展などスポーツに関する全般的な側面の発展も促す。これらを総称してスポー

ツの高度化と呼んでい宕?このスポーツの高度化をもたらす要因には、スポーツそれ自体が円包している

要因と、それと並んでその高度化を許容しひしろ債極的に支援する現代社会の持つ理念というものが深く

関わっていると忠われる。

　スポーツそれ自体が内包している要因…スポーツは多くの人が定義しようとした現象であるが、ホィジ

ン回心こよって提出された「遊ぴ」の概念がスポーツに適用されることについては意見の一致を見ている
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ようで､あろ。そのりかでロイはフレイ・ゲーム・スポーン・アスレテｆ、クスという･?-7ﾀ･イムを唱き、

鴎ざ自の要素が強Ue･･くヮしイはゲームであり、そのなかでt徊こ身体的能Jパ酔yslc幻pr｡い･４）を必

栽とｔるゲームを又ボ一ツと杷ｉでいる。このロイの召説を借りて､5‘えば、｜スポーツとは身体的能句を

�鼎とす乙臨争的器戯である」ということになる。スポーツのなかに競争的裴’素を兄、それが特に身体ぼ」

技能を必要とするものであるとする彼の匯哨は多くの人の費同を絢ることができよう。

　その闘争という要素が強く働き出すと、つまり畦技において勝i「」を得るということが屯に６角にも第一

の日面として追求さわ出すと競?･の激化を招来し、「勝利」の実現の為の多くのｆ殴が講じられるように

なる。トレーニング方法の改善、用具の改良など選手の競技力を増す為の様々の方策が講じられるわけで

ある｡この競争という要素こそスポーツの高度化を生み出した第一の要因と名えられる。

　鰻争において勝利を得るということが・要な意味をもつのは勝利が自分の優秀性を他人に示す有効な根

拠となるからであり、勝利が自分の能力を高めてゆく不断の努力の証明と映るからである。個人の円にひ

そむ自分の嗜秀作を証明したいとする欲求の充咀が、人為的に作成されたルールによって聴聞された闘い

の場で行なわれる限り、現実世界にその闘いが敷哨することはない。スポーツは現実ほ界とルールによっ

て区別されたプレイ・コミュニティのなかで吋なわれ、そのなかでルールによって闘争とは区別される競

争が行なわれろ。そこで争われる勝敗は「遊び」の領域における優劣であるが、「避ぴ」の鎖城のなかで

は相対した２晋の現実社会における地位関係は剥ぎ取られ、現実社会における優劣がＦ避ぴ」の世界にお

ける優劣に直接関与することはない。こうしてスポーツの場における勝敗は、社会的地位関係などの社会

的拘唄から解放された人間によって、その個人の時つ力のみを頼りに争われる結果、自分の優秀性を示し

たいと願う壽にとって、スポーツの場における競争は大きな魅力である。またスポーツというi遊び」の

領域における優劣が現実世界における優劣に直接置き換えらｵ1ることはないことから、スポーツの場にお

ける競争は許容されることはあっても禁LEされることはない。

　しかし、矛盾するようだが、スポーツの場における優劣が社会的に大きな関心を呼び＆こす結眼、競争

の激化を招来し、スポーツの高度化を促進している一面も決して看過することはできない。むしろこの要

因の方がF高度化Ｆというものに大きな影響を及ぼしていると言っても通言ではあるまい。すなわちその

要因とは、簡眼に言えば、「勝利」に対して他人の称賛があり、同時に社会的名声と社会的地位を擾得で

きるということに由来している。「勝利」は艦の手にも簡単に手に入るという性格のものではない。最終

的には哩一人の人間、唯一つのチームにしかもたらされ得ないものである。それ故、多くの＆々が参加す

る競技会において「勝利」を収めることは非常1こ賜なことであり、そのことが「勝利」に対して哺少性と

いう稀少価値を与え、その結果、哺少価値を帯びた「勝利」は社会的にも評価され大きく取り

上げられることになる。そして代表制が敷かれる賤技会においてはそのことはさらに増築されてくる。そ

れは稀少件という観点からだけではない。代表制を敷くとその代表選手は一個人の名前で競技に参加する

のではなく、築団（国家）の名を背負って参加することになりかねない。例えばマラソンを考えてみよう。

瀬占というマラソンランナーは、国内瞳按会においては彼の所属する企業名を胸にして走り、国際競技会

においては日本を代表して参加する選手であり、日の丸を胸にして走る。瀬古というマラソン・ランナー

が個人の力で勝ちとった雁善という栄冠は、彼の所属する企業あるいは「日本」という「国」の名声をも

高め、F勝利」というものが選手個人はもらろんだが選手の所属する唄団にも帰せられるわけである。国

際政枝会における国旗の掲揚はその象徴である。その意味で国際大会は実際に競技を行うのは一個人では

あっても、代表選l･を送り出すー同士の威信をかけた競争の場となり、代理戦争的色彩を帯び、勝敗が社
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　　・ゲ･I･昂揚樽すること|ま、｢スポーツ●曹するが故|ごただ車|こそれを目的としlti如わｎｔ一顧であヽだ|ま

ｰ･j'･､り功･､結鼎こおいてメダル|ご●字白身の朧息●●えた社会的栄誉ａレ・チルが1まられ．加えて彼の所麗

-.-･ツ､笥－1rと･ヽて色大あな社会的ｊり．トがあるため．すなわちｊダルがスポーツ以外ｇ嚇で感有効|ご機

.‘4一一16£.･ンボJLとな･ヽだため、スポーツにおける量争という●のが畠化してｉｔのである．こうして枝の

･'rr･･.jpl!に｡l-､で彼の�仮する集団|こ対しても社会的栄誉が与えらnZとその当該●ｌは彼の鐘独力ll齢6

jj･.'･I-i.
a･一同として祷1ご大●な支援●ｈい､例えぱ仙l曹などの機動を行い、雙がスポーツ|こ●6打ち込

……l'･.itajg･･剱噸す芯よ11巴なるにしたi･9て彼の鐘核力はますます高まりスポーツａ高度!6ご良敵すること|ごなる．

　'･!i.･･ .･･.'｀はｰもr述べたロイの提案するプレ４－ゲームースポーツーアスレテ４・クスという概畠図

､･.:ツーて|:nfn.浚明きflろかもしれない．彼はスポーツがより鐘争釣になり、蝕維的|こ鏑利への､廊向

‥､ヅ.j､り､･-.ど1シ･|マスなスホー'ｿ刑鮑●とるようSごなることによ･iて、スポーツとjj区別され６アス

　　､…………I･:‘y･1｢才ろと述べてい芯．プレイ・ゲーム・スポーツか|‾遥ぴ｣の一雄1こ鯛する|･一瑞盾・｣

-､'f.7.･･1･･り.ll.ヴ、アスL･テ４クｚはl'φ段釣一一｣であ･1て｜労働｣の軸滅1こ鯛すると述ぺ、その特鵬

Iヅり.19な絹織、高い身休的他力の善一を挙げている．そして、瑞代Ｚポー'jlil避ぴ｣の鶴城と199

･･|･:･々iS･j･III肺alljなｓ|こidいて、tfし４１労働Uの価城に含まれａアスレタ４クスヘ祁ｈしてい＆と

:"いど､..･･･i･り､ろ.まf.:、･ゲレイダーlまスポーツとアｘレチ４クスを比倣して次のよう|こ定義している.

・一一:I｣ふjヽI.II･!ぷたた･･.1r｡その活動1ヽら派生Ｓれ拷る畠ぴと14体的、糟神的、社会的崩嵐のみ●求め

ｰ.･.･.jl｡?･I.!;'･7j､ろ.1特掬-jl嗜られ恚の|こ飼して、一方、アスレテ４クスとiま人蘭が鮪利への仙い欲求巻軸

|!｢1･･Jin求をｎう一一として特礁づけらま1ると述べている。これらを噛まえて瑞代|こおいて特|こ

　・、J｣………Sj161レベルに於いて�桂されているスポーツ●考えてみる時、そこで鐘技Ｓれているスポー

･!！、!.j.lや・7.jl－りｉと呼|まれる色のではなく、tfしろ｜アｚレテ４９クス｣と呼んで良いものであ

ぐ.･:-u'･j'り･･1･!いては、ｉ然ｙマチ．アlgズムも変化せざるを附ない状態1ご艶ヽていると紬諭づけられ

　ぺ。II｡､､M現.代i l一会を背後から支配していａ神話参朝鐘IEすることは容一なことではないliれどもテ

………･･.:－･.jllgj函こ恥盾S･11rり､られるようIC、それは進歩・発舗・豊富化の思塵で|まないかと息いたくな

･:、･UJ､jl引り恒とでも、･1えそうな蔵本的|こは物簑宣撫の道化鐘的一握であり、童て1こわた９て進歩一発

･･り･1i.･js.持1､11・停滞を胞めない威優だliを楠他する神話が支SdしているようSこ磁える．その一一がスポ

ー‥､jりylWI･iiりill.、スポーツa.3搬一泰支・しているので|まなかろうか．オIリンピ．クぬスローガンは

　！Iり･4.1 '1･ljμ、より仙く｣であるし、111への挑戦、・しい技術の一発は多くａ人の注目を集め、

………y!､!!ii=11てV'.:･、障ト純枝．水泳、ウｘ４ト・‘』フテ４ング|こおけ＆・・の一新、細微偏差sこおける

…･コ.一一･I･j演1・.そ弓|.jf'.¶･!Sの吻餉．技術の向上1こ赳して我々|ま驚あの目●向けると一時1こ．それら

･………ヽi･2i･IIli＆'、え、ｊらに前進することを求めている．痍4li独一文咽の発崖を支える感握を銅の鮭いも

j'j
……｣･･.･乙･.)･‘;l･･|!ljlaくことなく壹ljAれ、スポー‘ﾝのt量ｓIE6時ち込んでいるよう1こ鏃える．

4.スポーツの高度化とアマチュアリズム

酔技乃の賤技力の向上はスポーツの両度化に大きな一献をするが、高度化したスポーツは逆に競技者に
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にljl.･¶り｡ぶのである。スポー･ﾂは|‾避ぴ」の佃誠1こＭするとされるが、この場合それはｉ労働』という

ｔ活保､-IIFが高、てはしめて｜避ぴ」も存在することを意味する。しかる1こ労働の軽威あるい1ま免除によ９

て。もt.く11学・の蕉椎ということ|こよ、て、スポー’カご没匯する選手をアフチｓアリズムのs･う｜アマ

チ．ｙと1まｚポー･ﾘを●働としない遭手のことであるjという条項を踏襲している選手と凱倣すことは欄

底できまい。

　売1r l､り1.岫れたが、スポーツの高度化は用具の開発。改良を６たらすけれども、と同一IC値段の高騰

を粕いた。その高価な用具の’ｺljlま鐘技者|ご回きれａわliで、攬肢者1ごとｰ･てはスポーツ用具は●蝕血で

大Ｓな唇桐きな･､ていａ。その結果、●手li試供品として龍倫で提供される毘異|こは大きな魅力を�じる

のli“1然と唇えろか１しれない。とこ|こスポーツヘのコマーシ.lgズムの浸入の糸口がｌえ、プレーヤー

とのフドバイザ!l一欄約などのプロ化への・がｌえ�れするのであ昌。このことは特|こ高価な用具が必・

｡をきわる蝕技でlj一般的であり、プランデージの批判した1勣く広告堪」と言われるｚ壽―傭技で|ま、塵

敗が製品の禰れ行●を左右し、一国の財政|乙も●馨を及ぽすもので企・の選手|こ刻する支援|まSまなはだ大

きい1､のがあａ．また各種スポーツ協会の方でも査金函の補充という点から製品の「検定」制度を倣●。

各社の製品を劃定すること|こより、劃定斜として植励金を傭Ｓ、●会自体がコマーり。リズムの浸入春公

11に腿めているのである。

　このような状況下iとあ恚選手lご、アマチ、アllｽ’ムの選守を叫ぶの|ま現状春窮鵬しない者の発言である

かｇしれない。スポーツli一方で大衆枇の現●を生み、他方で高度化という現象を生み出している。高度

化したスポーツ1こおいて1ま、一般の大●数のスポーツマン|ご|ま及ぴ色つかない|まどの高度の技術をー差し、

ハイ・レベルの記録を出す鐘技選手を生み出したが、そこ|ごはロー・レベルのスポーツとは|同一a7むで把

えらil.ない珊●も数多く生み出きれているのである。ア７チ、ア・スポーツとして仕●の合�ａ片手罰の

トレー＝ングでSま及ぴもつかないほどのレベル1こ発選してisり、ト９プ・レベルのスポーツは生后兪てを

梱沖しなけれぱならないliどの１のであ、て、真の童味で「ヌポーツ●本業としない」アマチｓア・スポ

ーツの珂池亭遵守していて11●翁|ごならないのである。高度化しrこスポーツ11「手弁当のスポー｀ﾝ」を趙

ｌだ所|ごあＳ、アマチ、アIりズムの握忿を●えたiilこ存在していることを理解しなけれぱならないと盾う。

φくとｉｙフチ、ア・スポーツの豊大の祭典である堵Iリンピ。クi乙出場するようなト、プ・レベルの錐技

●手|r対して|ま11まやフマチ、７９ズムを抑しつけること|まできない状態であること春劃めないわajlこli

吻かないのではないかと醤う。

　たが豊後|ご次のこと春-っけ加えてお●たい。技衛文明の発墨を支えた瑶血は、・歩・発腫・豊・化であ

６．それljA攬iご多大の幸福を感たらすものとして偕じて疑われることはなか、た。しかしながらその冰

が乎４ヅな一面が●わ|ごなる|ごつれて、例えぱむ。７．ハーの主●する｜スモール・イズ・ピ、－テ４フ

､?｡“､Jの捷れ亭汲む一派が慰威自れ、進歩・発墨の摺愈|と薙閥が徨げかけられて●ている。スポーツ|こおい

てもこの高度化|こ対する再考が慶鵬されていａと居われる。そもそもフマチ・アIリズム嚢退の一因とな、

たの1まこのスポーりの高度化であ、た。記録の向上・技術の向上を目指すあまり、遥童のトレーこンダを

強いられ、挙句|ごドーlfンダの使用へ●るなど人間不在のスポーツがまかり通り出したのである。

　今ここで必●とされることは端的|こ言９てアフチａア条項をど�）よう|ご改正するかということではなく、

７７亭、アllfムの崩騰という瑞象1ごよ、て●在化してきた埋ttZポーツの弊害にどのよう|ご対処するか

といろことである。そしてそのことを闘■とする場合、我４入閣の能力|こ|ま生吻学的1ご威いは生理学的1こ

限界があり、その意味で人間がやる以上ｘポーツlc於いて一色、記●、独断|こ|ま塵界があるということを舗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－12－
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